
①開閉付下わく

「部品」 を紛失 ・破損された場合は、 販売店にて※印の品番をお申しつけてお買い求めください。●

※ＰＳＴ-ＳＷＫA

②中わく

※ＰＳＴ-ＮＷA

③手摺わく

※ＰＳＴ-ＴＷ

④布わく

※ＰＳＴ-ＮＵ

⑤床付布わく

※ＰＳＴ-ＴＯ

⑥開閉式作業床

※ＰＳＴ-ＫＳB

⑦巾木ユニット

※ＰＳＴ-ＨＡ

⑧斜め連けい材

※ＰＳＴ-ＮＲ

⑨伸縮式アウトリガー

※ＰＳＴ-ＡＵＳ

⑩壁当て

※ＰＳＴ-ＫＡ

⑫ベースセット

※ＰＳＴＷ-Ａ1

⑬φ125 車輪セット

※ＰＳＴＷ-Ａ2A

（４個） （１袋）（４個）

（４個）

７

（１袋）

⑭巾木 1200

※ＰＳＴ-HA12

⑪ジャッキセット

※ＰＳＴＷ-Ａ4

組立説明組立説明

■部品名称と品番





フックジョイントの使用方法

＜掛けるとき＞ ＜外すとき＞

レバーを引き
レバーを引きながら
上に上げると外れます。

パイプを掛けると

自動ロックします。

■製品の組立について
○本製品を組立てる前にこの組立の手順を十分に理解した上でご使用ください。

各ジョイントの操作方法を覚えてください

作業は２人以上で行ってください

ヘルメットを着用してください

９

ジョイントユニットの連結方法

＜連結するとき＞ ＜解除するとき＞

①

①

②

②

② レバーを押し
ながら下げる

② 上段枠を抜い
てください。

ロック確認

必ずロックが掛かっている
ことを確認してください。
ロックが掛かっていない場合
はレバーを下げ、 確実に
ロックしてください。

上段わくを
下段わくに
挿入

①

①

レバーを押し
ながら上げる







【ＰＳＴ－２ＡＢ／２ＢＢの組立】
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【１．下階の組立】

図はＰＳＴ－２ＡＢ（ベース付） です。

①開閉付下わく

次の部品を使用して図の通り下階を組立てください。

開閉付下わくの連けい材は、 内側から取り付けてください。

⑧斜め連けい材

開閉付下わくの連けい材は､必ず取り付けてご使用ください。
取り付けは、 内側から行ってください。

取り付けていないと、 昇り降りの際に足を踏み外し転落の恐れがあります。
外側から取り付けると、 昇り降りの際に脱落し転落の恐れがあります。

④布わく

×２

×２

×１
①開閉付下わく

連けい材

⑧斜め連けい材

④布わく

連けい材

【２．アウトリガーの取り付け】

⑨伸縮式
アウトリガー

⑨伸縮式アウトリガー ⑨伸縮式アウトリガー

次の部品を使用して図の通りアウトリガーを取り付けてください。

●伸縮調整ピン
　 伸縮調整ピンが確実に差さっている
　 ことを確認してください。

●アウトリガーの取り付け角度
　 ４５°張り出す方向に取り付けてください。

×４

図はＰＳＴ－２ＡＢ（ベース付） です。

２段セット以上には、 必ず取り付けてご使用ください。

取り付けていないと、 組立および作業のときに転倒の恐れがあります。

アウトリガーは、 ４５°くらいで、 図の長さ以上に
張り出し取付けてください。
張り出しが少ないと、 転倒の恐れがあります。
４５°くらいで張り出せない場合は、 壁当てを使用するか、 ロープを張る
などの転倒防止を行ってください。

伸縮調整ピンを確実に差してください。

確実に差していないとアウトリガーが機能せず、 転倒の恐れがあります。４５°４５°

アウトリガーは２６０mm以上
張り出して設置してください。







【ＰＳＴ－３ＡＢ／３ＢＢ／４ＡＢ／４ＢＢの組立】
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【１．下階の組立】

《ＰＳＴ－３ＡＢ／３ＢＢの場合》

【２．アウトリガーの取り付け】

①開閉付下わく

図はＰＳＴ－３ＡＢ（ベース付） です。

①開閉付下わく

次の部品を使用して図の通り下階を組立てください。

開閉付下わくの連けい材は、 内側から取り付けてください。

⑧斜め連けい材

開閉付下わくの連けい材は､必ず取り付けてご使用ください。
取り付けは、 内側から行ってください。

取り付けていないと、 昇り降りの際に足を踏み外し転落の恐れがあります。
外側から取り付けると、 昇り降りの際に脱落し転落の恐れがあります。

《ＰＳＴ－４ＡＢ／４ＢＢの場合》

⑨伸縮式
アウトリガー

⑨伸縮式アウトリガー

連けい材

④布わく

×２

×２

×１

⑨伸縮式アウトリガー

次の部品を使用して図の通りアウトリガーを取り付けてください。

●伸縮調整ピン
　 伸縮調整ピンが確実に差さっている
　 ことを確認してください。

●アウトリガーの取り付け角度
　 ４５°張り出す方向に取り付けてください。

×４

①開閉付下わく

図はＰＳＴ－４ＡＢ（ベース付） です。

図はＰＳＴ－３ＡＢ（ベース付） です。

①開閉付下わく

次の部品を使用して図の通り下階を組立てください。

開閉付下わくの連けい材は、 内側から取り付けてください。
布わくを取り付けてから、 斜め連けい材を取り付けてください。
布わくは、 内側から取り付けてください。

⑧斜め連けい材

⑧斜め連けい材

開閉付下わくの連けい材は､必ず取り付けてご使用ください。
取り付けは、 内側から行ってください。

取り付けていないと、 昇り降りの際に足を踏み外し転落の恐れがあります。
外側から取り付けると、 昇り降りの際に脱落し転落の恐れがあります。

連けい材

連けい材

④布わく

④布わく

×２

×２

×３
④布わく

２段セット以上には、 必ず取り付けてご使用ください。

取り付けていないと、 組立および作業のときに転倒の恐れがあります。

アウトリガーは、 ４５°くらいで、 図の長さ以上に
張り出し取付けてください。
張り出しが少ないと、 転倒の恐れがあります。
４５°くらいで張り出せない場合は、 壁当てを使用するか、 ロープを張る
などの転倒防止を行ってください。

伸縮調整ピンを確実に差してください。

確実に差していないとアウトリガーが機能せず、 転倒の恐れがあります。４５°４５°

⑧斜め連けい材

④布わく

連けい材

布わくの取り付けは、 必ず内側から行ってください。

外側から取り付けると、 力が加わったときに脱落する恐れがあります。

アウトリガーは下記の長さ以上に
張り出して設置してください。

3段セット：４９０mm
4段セット：７５０mm









■製品の組立方法（段差の場合）

【段高が 120 ～ 580ｍｍの場合】

段差で使用される場合は、 段高に合せた組立を行ってください。

※４段セットの場合は、 段差での使用は出来ません。

※下図は、 2段セットの場合

左右の開閉付下わくを 1 ステップ分ずらし組立を行ってください。
斜め連けい材 ・布わくの掛ける位置に注意してください。
（平面図の→部は、 中わくの連結部を示す）
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必ずベースセットでご使用ください。

（車輪セットでのご使用は、しないでください。）
組立 ・作業の際に製品が転倒する恐れがあります。

必ず床付布わく・開閉式作業床が水

平になるようにジャッキで高さ調整

してくご使用ください。
組立 ・作業の際に製品が転倒する恐れがあります。

１段セットで使用される際も必ず伸

縮式アウトリガーをご使用ください。
製品が転倒する恐れがあります。

製品が転倒する恐れがあります。

アウトリガーが 45°ぐらいで張り出せない場合は、
壁当てを使用し転倒防止処置を施してください。

アウトリガーは、45°ぐらいで張り

出し取付けてください。



【段高が 470 ～ 930ｍｍの場合】

段差で使用される場合は、 段高に合せた組立を行ってください。

※４段セットの場合は、 段差での使用は出来ません。

※下図は、 2段セットの場合

左右の開閉付下わくを２ステップ分ずらし組立を行ってください。
斜め連けい材 ・布わくの掛ける位置に注意してください。
（平面図の→部は、 中わくの連結部を示す）
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必ずベースセットでご使用ください。

（車輪セットでのご使用は、しないでください。）
組立 ・作業の際に製品が転倒する恐れがあります。

必ず床付布わく・開閉式作業床が水

平になるようにジャッキで高さ調整

してくご使用ください。
組立 ・作業の際に製品が転倒する恐れがあります。

１段セットで使用される際も必ず伸

縮式アウトリガーをご使用ください。
製品が転倒する恐れがあります。

製品が転倒する恐れがあります。

アウトリガーが 45°ぐらいで張り出せない場合は、
壁当てを使用し転倒防止処置を施してください。

アウトリガーは、45°ぐらいで張り

出し取付けてください。



【段高が 820 ～ 1280ｍｍの場合】

段差で使用される場合は、 段高に合せた組立を行ってください。

※４段セットの場合は、 段差での使用は出来ません。

※下図は、 2段セットの場合

左右の開閉付下わくを３ステップ分ずらし組立を行ってください。
斜め連けい材 ・布わくの掛ける位置に注意してください。
（平面図の→部は、 中わくの連結部を示す）
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必ずベースセットでご使用ください。

（車輪セットでのご使用は、しないでください。）
組立 ・作業の際に製品が転倒する恐れがあります。

必ず床付布わく・開閉式作業床が水

平になるようにジャッキで高さ調整

してくご使用ください。
組立 ・作業の際に製品が転倒する恐れがあります。

１段セットで使用される際も必ず伸

縮式アウトリガーをご使用ください。
製品が転倒する恐れがあります。

製品が転倒する恐れがあります。

アウトリガーが 45°ぐらいで張り出せない場合は、
壁当てを使用し転倒防止処置を施してください。

アウトリガーは、45°ぐらいで張り

出し取付けてください。






